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のアスペリティ配置の確からしさの差までは考慮できておらず、個々のシナリオの重み

はすべて 1 としています。アスペリティや破壊開始点の配置により地震動の大きさは大

きく異なりますので、もし次回の相模トラフ M8 クラスの地震でも 1923 年大正関東地

震と同じアスペリティや破壊開始点の配置になる可能性が高いとすると、重みを 1:1 と

した今回の評価結果では、例えば本来の地震動よりも小さな評価結果になっている地点

があることになります。今後はこのような知見を評価に盛り込むための取り組みが必要

です。 

 相模トラフ沿い巨大地震のような海溝型巨大地震の浅部の振る舞いとその多様性およ

びそれが強震動に及ぼす影響はまだ十分に解明されておらず、浅部のすべり速度時間関

数は、強震動予測レシピで標準としている中村・宮武(2000)ではなく、smoothed ramp 関

数を用いましたが、そのモデル化については今後の課題です。 

 本検討では地下構造モデルとして関東地域の浅部・深部統合地盤構造モデルを用いまし

たが、地震本部では引き続き地下構造モデルの改良を行っています。 

 本検討で使用された地下構造モデルは、陸域と海域の調査結果に基づき構築されていま

すが、陸域の観測記録を再現するように調整されています。海溝型地震の長周期地震動

は、陸域のみならず海域の地下構造モデルの影響も大きく受けるため、今後は海域の観

測記録も再現するような地下構造モデルの更新が望まれます。 

 

今後は、上記課題の解決を目指し、震源モデルや数値計算手法の調査研究、地下構造モデ

ルの改良を進めます。また、今回の成果を南海トラフ等他の海溝型地震や、同じ相模トラフ

でも長期評価により発生確率が高いとされている M7 クラスの地震による長周期地震動の

評価に展開するとともに、長大な活断層による地震を対象とした長周期地震動についても取

り組んでいきたいと考えています。 

なお、4 章でも述べましたように、今回試行したシナリオの多様性は、あくまでも当該領

域のマクロな地震動の多様性を表現することを狙ったものであり、個々のメッシュレベルの

ミクロな検討には限界があることに留意願います。 
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